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原 , 999, 200)。AP 保有者は、音楽を専門としない
一般の人々で 0. % 程度、音楽家で 0 ～ 5 % 程度の
割合で存在すると推定されており、いわば特殊な能力で
あるとも考えられている (Baharloo, Johnston, Service, 










に、江口 (99) は、AP を習得させる和音判別訓練法
を開発しており、６歳半までに訓練を開始することで、
訓練成功率が 90 % 以上となることを報告している。
　このような訓練法を用いて、例えば榊原 (200) は、
年齢の異なる幼児 ( 年少児と年長児 ) を対象とした縦
断的研究を行い、どのような発達的変化が AP 習得を
困難にするのかについて検討している。榊原の研究で
は、音高の属性としてハイト (tone height) とクロマ 
(tone chroma) の二次元が取り上げられている (Bachem, 
950; Kallman & Massaro, 979)。ハイトとは、周波数
の変化に従い連続的に変化する属性である。一方、クロ




























AP 保有者 (AP)、不完全な AP 保有者 (AP2)、そして
AP を持たない者 (non-AP) の３群に分けられた。これ





譜と同一のハ長調 (C 条件 )、あるいは楽譜とはピッチ
が異なるホ長調 (E 条件 )、もしくは嬰へ長調 (F# 条件 ) 
であった。これらの調性３条件について、楽譜のメロディ
と聴覚メロディとが旋律的に一致する試行 (same 試行 ) 
と、メロディの中の一音だけ旋律からずれている不一致
試行 (different 試行 ) とが半数ずつ設けられた。
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　反応時間 (reaction times: RT) については、調性の効
果として、C 条件、E 条件、F# 条件の順に RT が遅くな
ることが確認された。また、 same 条件よりも different
条件で RT が遅いことも確認された。さらに、試行タイ
プ×調性の交互作用が認められたために、same 試行 と 
different 試行を分けて分析した結果、いずれも調性条件
の効果は認められたが、same 条件では E 条件よりも F#
条件において RT が遅いのに対して、different 条件では
E 条件と F# 条件の間に差は認められなかった。また、
音感レベルの要因とそれを含む交互作用が有意でなかっ
たことは、群間で RT に違いがないことを示し、いずれ
























の結果、non-AP 群でも、C 条件に比べて、E 条件およ
び F# 条件の正答率が低いという結果が得られた。つま
り、AP 群や AP2 群と同じ傾向が確認された。


















有しているかは不明である。non - AP 群の参加者も音
楽専攻大学生であったために、絶対音感を持つ可能性も
捨てきれず、さらに、彼らの RP 能力の程度も明らかに
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データ記録に不具合が見つかったために分析から除外
し、5 名 ( 男性６名、女性 5 名 ) を対象とした。平均
年齢は 2.2 歳 (SD = .7) であった。
　実験計画　参加者内要因として調性 (C ／ E ／ F#) お
よび試行タイプ (same ／ different) 、参加者間要因と




ター ) のパーソナルコンピュータ (FLORA PC8DA6-
XC5500、日立製 ) 、およびスピーカー (BA265, 
Boston 製 ) を使用した。楽譜と聴覚メロディは、MIDI
ソフト Singer song writer .0 で作成された。聴覚刺
激は、実験全体を通してピアノに類似した一種類の音が
使用された。これらの視覚および聴覚刺激は、心理実験




　手続き　絶対音感 (AP) テストと相対音感 (RP) テス

























　RP テストで使用した基準音は、C、E、および F# の
３種類であった。基準音 C と E を７試行ずつ、F# を６
試行とし、合計 20 試行とした。この RP テストで正解
率が９割以上であった参加者を RP 群とし、９割未満で
あった参加者を、AP と RP のいずれの音感能力も持た
ない統制群とした。








された。聴覚刺激のメロディは、C major ( ハ長調 )、E 




















反応キーを押すまでを反応時間 (reaction time: RT) と
して計測したが、different 条件では楽譜と一致しない
音が呈示された箇所から RT を計測した。RT と反応の
正誤が自動的に記録された。
結果と考察
　AP テストと RP テストの結果に基づき、参加者群を
３群に振り分けたところ、AP 群は 0 名、RP 群は８名





音感能力において、AP 群および RP 群との差が反映さ
れるように、AP テストと RP テストの平均得点が低い
ほうから 8 名の参加者を選択し、各群８名ずつの合計
2 名を分析の対象とした。
　AP 群における AP テストの平均点は、9.25 点 (SD 
= 0.97) であり、RP 群における RP テストの平均点は、
8.75 点 (SD = 0.8) であった。また、統制群における
APとRPテストの平均点は、9.00 点 (SD = 0.56) であった。
　Figure  は、条件ごとに算出した相対音高課題にお
ける平均 RT を示し、Figure 2 は正答率を示す。これ
らの RT と正答率のデータを用いて、音感要因 (AP ／
RP ／統制 )、調性要因 (C ／ E ／ F#)、および試行タイ
プ要因 (same ／ different) からなる３要因の分散分析
を行った。正答率は角変換を施した後に分析に用いた。
　反応時間 (RT)　RT について、分散分析の結果、試
行タイプの主効果が有意であり (F(, 2) = 0.26, p < 
.00)、また調性×音感の一次の交互作用が有意であっ
た (F(, 2) = .69, p < .0)。その他の主効果 ( 調性 : 
F(, 2) = .98, n.s.; 音感 :  F(, 2) =.7, n.s.) と交互作
用は認められなかった ( 調性×試行タイプ : (F(, 2) = 
0.2; 音感×試行タイプ : (F(2, 2) = 0.6; 調性×音感×
試行タイプ : (F(, 2) = 0.77、すべて n.s.)。
　試行タイプ要因について、多重比較 (LSD 法 ) を実施
したところ、same 条件の RT が different 条件の RT
よりも速いことが示された (p < .05)。また、調性×音感
の交互作用について下位検定を実施したところ、AP 群
において、same 条件と different 条件の両条件で、C
条件の RT が E および F# 条件のそれらよりも有意に速
いことが確認された (p < .05)。また、different 条件の
C 条件では、AP 群が統制群に比べて RT がより短いこ
とが示された (p < .05)。
　正答率　正答率を用いた分散分析の結果、試行タイプ
の主効果 (F(, 2) = 7.9, p < .05)、および調性要因の主
効果が認められた (F(, 2) = .7, p < .05)。音感要因の
主効果は認められず (F(2, 2) = .29, n.s.)、一次および
二次のいずれの交互作用も確認されなかった ( 調性×音
感 : (F(, 2) = .20; 調性×試行タイプ : (F(, 2) = 0.; 
音感×試行タイプ : (F(2, 2) = 0.0; 調性×音感×試行
タイプ : (F(, 2) = 0.75、すべて n.s.)。
　主効果が認められた調性および試行タイプ要因につい
て、多重比較 (LSD 法 ) を実施したところ、調性要因では、
C 条件が他の 2 条件に比べて正答率が高いことが示され
た (p < .05)。また、試行タイプ要因では、same 条件の
正答率が、different 条件のそれよりも高いことが示さ
れた (p < .05)。さらに単純主効果検定の結果、different
条件の AP 群では、C 条件よりも、E および F# 条件の






らず、C 条件よりも E 条件と F# 条件で反応が遅く、ま
た different 条件でのみ正答率が C 条件よりも E 条件と
F# 条件で低いといえる。つまり、楽譜とメロディが一
致するか否かに関わらず、AP 群では、楽譜とメロディ







においてのみ、E 条件と F# 条件の正答率が C 条件のそ
れよりも低い。つまり、AP 群は、楽譜とメロディの調
Figure 1．Mean reaction times (msec) in the relative pitch judgment task.
Figure 2．Mean correct responses (%) in the relative pitch judgment task.

















　宮崎ら (99) の結果においては、RT については音
感能力に関わらず、C 条件で最も短く、E 条件、F# 条
件と反応が遅くなることが確認されている。これに対
して、本研究の RT については、AP 群では、E 条件と
F# 条件の RT に差はなく、RP 群と統制群では、調性
３条件間で差は認められないという違いが確認された。
　宮崎ら (99) では、E 条件と F# 条件間の差異につ
いて、参加者の報告に基づいた分析が報告されている。












能であるものがいると報告されている (Miyazaki, 990; 






























Bachem, A. (950). Tone height and tone chroma as two 
different pitch qualities. Acta Psychologica, 7, 80-88.
Baharloo, S., Johnston, P. A., Service, S. K., Gitschier, J., & 
Freimer, N. B. (998).  Absolute pitch: An approach for 
identification of genetic and nongenetic components. 
American Journal of Human Genetics, 62, 22-2.
Cohen, A, J., & Baird, K. (990). Acquisition of absolute pitch: 
The question of critical period, Psychomusicology, 9, -7. 
江口寿子 (99). 絶対音感プログラム　全音楽譜出版社
Kallman, H. J., & Massaro, D. W. (979). Tone chroma is 
functional in melody recognition. Perception & Psychophysics, 
26, 2-6.
Miyazaki, K. (990). The speed of musical pitch identification 
by absolute-pitch possessors. Music Perception, 8, 77-88.
宮崎謙一・石井玲子・大串健吾 (99).　絶対音感を持つ音楽専
攻学生によるメロディの認知 日本音響学会誌 , 50, 780-788.
榊原彩子 (999). 絶対音感習得プロセスに関する縦断的研究　教
育心理学研究 , 7, 9-27.
榊原彩子 (200). なぜ絶対音感は幼少期にしか習得できないの
か？―訓練開始年齢が絶対音感習得過程に及ぼす影響―　教
育心理学研究 , 52, 85-96.
Takeuchi, A. H., & Hulse, S. H. (99). Absolute pitch. 







Absolute pitch (AP) is the ability to name a tone without reference to an external standard tone, whereas 
relative pitch (RP) is the ability to name a tone based on a reference tone. The purpose of the present study is 
to investigate how AP affects to melody recognition process for students who do not major in music. Students 
were divided into three groups: AP, RP, and control groups. The task was to decide whether two melodies were 
the same or not with respect to relative pitch. In the task, a standard melody in C major was presented visually 
and a comparison melody followed auditory with C major, E major or F sharp major as the key condition. The 
results showed that only for AP group, performances in the C condition were higher than those in the E and 
the F sharp conditions. On the contrary, RP and control groups showed approximately equal performances 
regardless of the key conditions. The results indicate that it is difficult for people who had an ability of AP to 
recognize a melody with a relative frame.
Key words: absolute pitch, relative pitch, melody, cognition
